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研究要旨 

本研究は、主な医療機関での新規患者の傾向（AIDS 発症の有無/検査場所等）を把握し、予防

啓発活動に還元することを目的としている。初年度は、主な医療機関での HIV/AIDS患者の傾向を

把握するためにアンケート調査の内容を検討し、倫理委員会の承認を得た。 

内容は、抗 HIV療法未導入の初診症例の総数、検査施設・医療機関・郵送検査などにおける検

査数（自発的な検査および医師からの勧奨、輸血時等）、初診時にエイズを発症していた症例数、

新規感染例数の傾向等とした。AIDS発症例については、中四国を除き横這いあるいは増加傾向で

あることが報告された。新規感染については北陸を除き、横這いあるいは増加傾向と報告された。

関東甲信越、東海、沖縄はいずれも増加傾向であり、九州は増加後横這いの傾向であることが指

摘され、背景に検査行動および予防行動が影響している可能性について班会議で意見交換を行っ

た。こうした結果の還元は、MSM における予防啓発活動の評価手法の一助となり、ハイリスク層

におけるセクシュアルヘルスの向上につながることが期待できる。 

 

Ａ．研究目的 

HIV 感染拡大抑制に向け早期診断・早期治

療は重要戦略であり、WHO はカスケードケア

に基づく 90-90-90 達成を目指すことを推奨

している。これは、HIV 陽性者が感染の状況

について自らの診断を知っている率（診断率）、

診断者の治療率、治療の成功率のいずれも

90%以上を各国が目指すものである。日本国内

においても早期診断・早期治療に向け、コミュ

ニティ当事者を中心に HIV抗体検査機会を拡

大し、HIV 抗体検査受検行動を促進する取り

組みが展開されている。 

日本国内では特に男性同性間での性的接触

による感染が 7割を占めているが、都市部と

地方では状況が異なり、地方では AIDSを発症

して報告される例も少なくない。こうしたハ

イリスク集団を中心に HIV抗体検査受検行動

が促進されれば、医療機関における状況も変

化していくことが考えられるため、主な医療

機関での新規患者の傾向（AIDS 発症の有無/

検査場所等）を把握し、予防啓発活動に還元

することを目的としている。 

Ｂ．研究方法 

初年度は、主な医療機関での HIV/AIDS 患

者の傾向を把握するためにアンケート調査の

内容を検討し、倫理委員会の承認を得た。 

内容は、抗 HIV 療法未導入の初診症例の総

数、検査施設・医療機関・郵送検査などにお

ける検査数（自発的な検査および医師からの

勧奨、輸血時等）、初診時にエイズを発症して

いた症例数、新規感染例数の傾向等とした。 

各医療機関で最近の傾向についてメールで

アンケート調査を実施し、班会議で還元した。 

 

Ｃ．研究結果・考察 

各医療機関で最近の傾向について意見聴取

した概要結果は次の図の通りである。 
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AIDS 発症例については、中四国を除き横

這いあるいは増加傾向であることが報告され

た。新規感染については北陸を除き、横這い

あるいは増加傾向と報告された。関東甲信越、

東海、沖縄はいずれも増加傾向であり、九州

は増加後横這いの傾向であることが指摘され、

背景に検査行動および予防行動が影響してい

る可能性について班会議で意見交換を行った。 

 

Ｅ．結論 

 日本の MSM における HIV 感染予防対策で

は、医療機関とコミュニティとの連携がうま

く図られないことも多く、各医療機関で最近

の傾向について意見聴取し、班会議等で還元

した。数値等で示される動向と異なり、医療

機関から発信される本研究の結果は CBO の

活動に直接的な情報として認識されやすく、

意見交換しやすい。こうした結果の還元は、

MSM における予防啓発活動の評価手法の一

助となり、ハイリスク層におけるセクシュア

ルヘルスの向上につながることが期待できる。 
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